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神奈川県西部地域における地下水位観測結果(1998)

板寺一洋 1、伊東　博 1

1　はじめに

図 1　地下水位

観測施設の位置

（図中の●印）

2　地下水位観測結果

温泉地学研究所では、神奈川県西部地震の予知研究の一環として、県西部地

域の 6 か所(図 1)に地下水位観測施設を配置し、地下水位とそれに影響を及ぼ

す要因である気圧、降水量の観測を行っています。1998 年は、2 月上旬及び 12

月下旬に機器調整等に伴う欠測があったのを除き、支障なくデータの収集を行

うことができました。図 2 から図 7 に各観測施設における観測結果を示しまし

た。以下、その概要について報告します。

1997 年末から 1998 年にかけて、足柄平野周辺に配置した、大井や南足柄、

湯本などの観測施設で地下水位の横ばい傾向が続いていました。

過去の観測結果によると、これらの観測施設では、秋から春にかけての時期

に地下水位が一様に下がっていました。

このため、1998 年初頭の水位の横ばい傾向は、実質的な水位の上昇と考える

ことができ(板寺ほか,1998)、異常な水位変化として、その後の経過に注目し

ていました。

1989 年 4 月の観測開始から 1998 年までの lO 年間について、大井観測施設に

おける月別降水量を表 1にまとめました。

1997 年 11 月の降水量は 228 ㎜で、l1 月としては過去 10 年間で 2 番目に多い

値
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図 2　大井観測施設におけ

る地下水位観測結果

（1998 年）

図 3　小田原観測施設にお

ける地下水位観測結

果（1998 年）

図 4　南足柄観測施設にお

ける地下水位観測結

果（1998 年）
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図 5　湯本観測施設におけ

る地下水位観測結果

（1998 年）

図 6　真鶴観測施設におけ

る地下水位観測結果

（1998 年）

図 7　二宮観測施設におけ

る地下水位観測結果

（1998 年）
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表 1　大井観測施設におけ

る月降水量（1989 年

－1998 年）

図 8　観測年による年変化

パターンの比較

が観測されています。1998 年初頭にかけての“異常な"水位変化は、この時期

としては希(まれ)ともいえる多量の雨により、生じたものと考えられます。
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3　降雨の影響による、

地下水位の変化につい

て（二宮観測施設にお

ける事例）

図 8 は、各施設の観測開始以来(大井、小田原、南足柄については水位の基

準点が現在の位置に設定された 1992 年以降)の地下水位年変化の状況を観測年

ごとに比較したものです。ただし真鶴観測施設については、年変化に比べて、

潮汐の影響による日変化の方が顕著であるため省略しました。

多雨の傾向は 1998 年も続いていました。表 1 によれば、3 月と l1 月を除い

た 10 か月の月降水量は、いずれも過去 10 年間の平均値を上回っており、年間

降水量は 2200 ㎜に達しました。こうした降雨の影響により、.各観測施設にお

ける地下水位の年変化パターン(最高・最低水位とそれらの出現時期)には、次

のような変化が認められました。

大井、南足柄、湯本の各観測施設では、例年に比べて水位が数十㎝～数 m 高

かったことに加え、水位が低下傾向へと転じはじめる 8 月～9 月の時期に 900

㎜を超す雨が降った(大井)ため、その後も水位が上昇し、最高水位の出現が、

10 月上旬まで遅れたことがわかります。表 1 によれば、基準点が変わる以前の

1990 年の 9 月から 1991 年 10 月にかけても多量の雨が降っています。当時の報

告(横山ほか、1992a;1992b)によれば、大井や南足柄の観測施設では年の前半

は水位が高く、最高水位の出現が10月中旬以降にずれ込んでおり、1997年～1998

年にかけてと同様の年変化をしていたことがわかります。

小田原観測施設では、周辺地域の揚水の影響が現れるものの、年間を通して

地下水位は安定しており、ゴールデンウィーク、夏季休業時、年末年始時の水

位の上昇が顕著でしたが、1998 年は、上述の大井や南足柄と同様に降雨の影響

による年変化を示しています。最高水位は 10 月上旬に出現し、例年より約 1m

高かったことがわかります。

二宮観測施設では、過去の報告(例えば板寺ほか、1988)等によれば、経年的

な変化はあるものの、地下水位は比較的安定していると考えられますが、1998

年 2 月以降、水位が一様な上昇傾向を示しています。最低水位と最高水位の差

は約 50cm で、例年の 2倍以上の変化が観測されました。

降雨に伴う水位変化は、降雨直後に水位が上昇し、数時間から数日後に元の

傾向に戻るといった短期的なものと、降雨後数日間、長い場合は数か月間、水

位の上昇が続くといった長期的なものに分けることができます。地震予知研究

における地下水位観測では、こうした降雨の影響をどのように補正するかが重

要な課題となっています。

1998 年は年間降水量が多かっただけでなく、観測地点によっては 200 ㎜を超

える日雨量が観測されたケースもあり、降雨強度の大きな雨に伴う短期的な地

下水位変化を考察するためのデータが得られたものと考えられます。

図 9は、1998 年の二宮観測施設における日降水量の上位 10 日(降雪日を除く)

について、それぞれの日降水量と時間雨量、地下水位変化の状況を示したもの
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図 9　日降水量が多い日の

二宮観測施設におけ

る地下水位変化
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4　地震に伴う地下水位

の異常変化について

表 2　各観測施設で観測さ

れたコサイスミック

な地下水位の異常変

化

です。図 9 によれば降雨の影響による地下水位変化は、数分間上昇した後、1

時間程度で元の傾向に戻るパターンであり、水位の上昇量は数㎝から十数㎝程

度でした。このような水位変化は、日降水量約 40 ㎜を境として観測されてお

り、それより降水量が少なかった日には全く認められていません。一方、日降

水量 40 ㎜以上であっても、5 月 24 日は、その影響は現れていません。また、9

月 21 日には、時間当たり 40 ㎜近い降雨がありましたが、ピークは明瞭(めい

りょう)ではありません。

横山ほか(1995)は、二宮観測施設の地下水位上昇量と降水量の関係について

検討しています。しかし、今回詳細に検討したところ、降雨が地下水位にどの

ように影響するかは、降水量だけでなく、降雨強度や先行降雨量などの条件に

よって大きく異なることを図 9 は示しています。気圧や潮汐に比べて、降雨の

影響の補正が容易でない所以(ゆえん)ですが、今回の解析結果は、降雨の影響

の補正という課題を解決する為の、ポイントを示唆する事例と捉えることがで

きます。

1998 年は地震の前兆と判断される前兆変化は観測されませんでした。表 2 に

コサイスミックな水位変化をまとめました。最大の変化は、8 月 20 日の鳥島近

海地震(M7.1)時に、大井で観測された 25 ㎜の水位上昇でした(図 10)。1998 年

は、千葉県北部あるいは東京湾直下などの、深度 70 ㎞付近を震源とする有感

地震が頻発しました(伊東、1999)。1 月 14 日(千葉県北西部 M4 ・ 9)、8 月 29

日(東京湾 M5.1)、l1 月 8 日(千葉県北西部 M4.6)の地震時にはコサイスミック

な水位変化が観測されていますが、水位変化の大きさと地震の規模、あるいは

震源の深さとの間には明瞭な関係は見いだせませんでした。
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図 10　鳥島近海地震（1998

年 8 月 20 日　M7.1）

に伴うコサイスミッ

クな地下水位変化（大

井観測施設）

5　おわりに
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